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（第二内科）

発言者　　樋熊紀堆（新潟市民病院お吉江津瑠音　第二内科）中川洋一〔第二内科j

司会　今回の第姐7回新潟医学会シンポジウムては、

高血圧の病態と治療についてとりあげましノた・御存知の

ように，高血圧はいわゆるconlmOn血狛摘eでありま

すが，日常臨床におきまして，大変重要な疾患でありま

す。しかも，高血圧は単　ムの疾患であるとともにゥ　また

種々の疾患に合併する症候群でもあります・今層蝕む・本

態性高血圧を中心としまして，他の濃要なCommon

diSeaSeに．ともなう高血圧の病態と治療に－’男㍉こ．それ

ぞれの立場から綜話し頂きたいと思います．最初にお一d

人ずつお話し頂き，もしご質問がございまし．たら，直ぐ

お受けLますや　そして最後に総合討論を行いたいと考え

ております．

1)本態性高血圧の病態と治療
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は じ め に

I--t汀tL､(症(､i-~予.こy'p∴上 州を‡十{~.仁⊥二･二工1仲.トト

てき漂二号登たヲ降居室利尿薬は,多くの二重暫瞭多施設比

晋兼敏に対しての抑篠鎚効果が認めれたが晋虚血性心疾患

発饗の抑制効果については苧一致した成績は認めれなか--〕

た申これは寒剤の脂質,尿酸,糖予臨代謝をこ鮎よを蒼す悪

影響が--沼と考えられた,

摂取慶が多いことも事実である｡当科の外来の昭和宿望年

上勘寸ナ∵1.i∴ LIIE恒柚津冊 吊言 一Lトロ1.;l'3.:~亘 一十トIL:∴
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畔上賛1≡'.今㍉/T'二:寸∴=発言二.＼二十'･_目上 .~ト.I_1r ･= -

阿服用であ畑 こぞふ/プライでアンズ鍔摘要でもすぐれている.
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肉類苧乳製品賢脂肪の摂取が噌割注 2㌔ 地域経民を対象

に巨ト調甘 一.-Jt,.高 ∵ '-･･:.;-,∩ 1L宜]工 高畑矧r■t再.:-:-L

問題となっている.また,Fj常診療をこおいても,高コレ

ステロ--ル鹿症ア高尿酸血症はしばしば認められ,終圧

そこで,脅軌 本態性高血圧患者に-ついて才隆雄三乗選

択時をこ考慮すべきファクタ州を検討し,若干の餐m鬼を得

たので報告する8

対象および方法

対象はず昭和鵬隼 且月より昭和63年望月までの問をこ当

科を受診した境界域を含む本態性商流息旺愚者望臓例 (男

什9村L;ll.!4億 117机:∵:,十トロ･齢言.:うーミ.0ト二:辛 .十.

このうち苧降圧利尿薬の服済例は55例で㌢それ以外の

押 上牡/､珊13ll仲j穴 Ii!丁甘 甘 トを畑卜川j申ト㌦T'7日二十 卜簿

し,経過観察中が路別号服薬していない境界域が洩語例で

滴二言レステロ---ル,血清尿酸ヲ耐糖能低下の有無を検討

i.}.

結 果

商:諾レステロ--ル血症の頻度は乍基準値によっておき

宅変わる･当院の血清二Iレステ｡--ルの正常値が,男蔓性

lil-2､1バ†11gLli.!i-i斗 1;i:卜 1ヱ1t)TTLL:L(i卜:∴巨:,L}､'. .

望且9m監/娼且以上を高コレステロ--叫鮎症としたサ

高二ブレステロ-現亀症は予全体では望遥3例中開鰍 鋼帯

野をこ認めを)れた.LかLJ,未治療例は少なく,ほとんど

の例が治療きれているので,血清-言レス予か -ルに最も

影響する終圧率削衣服用例を除いた群をこついてみると,漫58

伸 恒p頼iL.-‡Lt∴1㌦､㍉=.;!liL∴l上'.

2) 高尿酸血症

高尿酸血症U)輝度も,基準値によってかなり違ってく

･言∴Zm.H-(】ト::.{}=,L:二一･ A持主iL..t畑斗 7..='111L<Lll工 工

たもまた,降圧利尿薬を服用 していない群では,且58例

申.LP,(｢申i∴il.帆.;㍉認1､J,上､凍 上

郎 耐糖能低~粁-

酎機能低働 こついて,75欝OGTTで検討したところヲ

rnT'.､lトー∴ヱ17桝一毒針畑 [:I'r町 訂2封町 1(ト..iいt､



高皿圧‥'､病性上告噂

にみられた舟

都 鳥コレステロ-ル血症,高尿酸血症学齢騎鰹低下

L卜照侶こ

高ニ㍑ノ′試テロ-ル血症ふ高尿酸血症苧耐糖健低下の開

孫をみると軍全体では望且3例中,高コレステロ-ル戯症

/＼､}1..;h;叫姉 川∴畑.高吠飛イ詔i巨rl=i::LLJ:吊､畔1.1{).OOn.

ル血症と高尿酸血症の両者がみられる例が29例声及3号鍔%声

が転倒,詔や8,%や高尿酸血症と酎瞭醸低下の両者がみち

十十1車■.;A.Ir町 卜宮､∵_.臥./1.高 ∴ ･‥~三ト･･･.再~7iIl上

高尿酸動産サ耐糖能低下の3着がそろっているのが望例芦

ゆず9%であっ紅 そしてやこの議者とも認められない症

1√畑三A.相性 Il.L<い(､-'~J;:-.､上.

次をこ芦降圧利尿薬を服用していない群をこ-:)いてみると,

とも認められない症例は摘8例中66例9複号.8%をこみられ
;i-r

考 察

吊 高;1レステロ…ル血症

高二1レステロ-ル血症の頻度は,高=1レステロ----"LJI私

症の定義をこより遜ってくるが,経常成人の中をこ額症状の

高二1レステロb-ル血症があるため芳また疾病発生率の点

からも芦兼三鷹値ではなくァ基準値が設窪されている/臓鮒

隼の厚生省循環終疾患基礎調査35では,30才最上の且格闘

例を対象にして調渡し/ているが,緩コレステロ--ル望盟約

蜜たァ臓8鎧隼の摩盤省議脂血症研究班嶺)の報貫では,

全年齢で推計ずると,総ニ3レ濃テロ-ル望望Om監/離以

上幸二て∴1い巨J巨j吊i:I;I,Om主Ii.1l濾j､巨､1鮎.ills.･卜吊∴左
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圧愚老とほをぎ同数することになる!

一方,本態性義政艶敬老については,仲間ら5)は,高

以上の例は魂5%と高頻度であることを報告している恥

骨回の調査ではテ当院の正常値の上限を越える例は望摘

例車7月瀦El,語確.7%で,降圧利尿薬を服用していない群で

も講壇.2%とサ高頻度をこみられ結 髪た,男女とも盟鞭

m賢/dl以上を基準とするき壁体で魂軋5%,降任者E3尿素
を服用していない群では弧鎧%となり,仲間らSjと同様

の商い出現率で,地域住民を対象とした調蜜の絶望-/議

3

情し'､娃耕法二予卜.i'J_.

離 高尿酸血症

高尿酸血症も芳基準値をこより発生頻度が変わってiる
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ぼその望倍になると報告しているやまたァ水戸ら8)は,

里什丁･Orni,:吊上目1./Lij圭モミ.川1ltH･し1日~‖･.,71/翌日;A,;と守

ている申さらに,山本ら9)は芋蔓墜員三利尿薬服用例も含め

ゾ∴ノ打町二~,.墨汁7.5TW 吊il.仁 机1:(;.timi.I:'lltiLl｣一.

を調べたところタ全体で摘め漫/%'に,縁日:利尿薬服ノ用群で

言10･iZOいに∴･∴･i∴墨廿日1m.LTill【H../川~i-'烏叫..I

創以上を輿常とすると,全体で詔5%,降圧利尿薬服用

群で趨望凋%とき高率をこみられたと報告しているu今回の

【i勘書t∵∴十 十1'･i∴二11.9%.細卜二伸,Jl,緋卜川冊､.:,:;う2.7%.

降圧利尿薬を服周していない群で3且｡6%にみられ軍産常

域息:1上で調べた三戸らの報告と同様の高い出現率であー-1
十.
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魂)高:Iレステr---ル娩i鼠 高尿酸血症や耐糖能低下

の関締

高二言L,弟テロ-=-ル癌も症9高尿酸血症賢耐糖能のいずれ/
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かったことを報告している,

奪閲の成績では,高コレステロ-ル血症9高尿酸血鼠

耐糖能低下郡いずれも示さなかった例は撃全体で洩h8%

しかなく晋降圧利尿薬を服済していない群でも嶺且98%紅

であった.このことから,当院の本態性高血圧患者にお

いて予合併症の蘭からは,降圧利尿薬の鼠用はかなり制

限せざるをえないと考えられた-
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教練をこ争降狂利尿薬の使用頻度を剰司郎対象例をこつい

て調べてみると,予想Lたより少なく謁餌｡望私 議尊前昭

巨頭の調査では,降圧利尿薬の選択をこ不郵魯な盈併症をも

つ例がち本態性高血圧患者の約6窃%をしめていることを

考えると予降圧利尿薬綻腰用頻度の滅頗濫筆数脅摂取農

の多い弼奉太に遜している靴駕があ-｡ても,当然の結殿

こ.軌::_I_rL卜∴.

結 論

'汁上 卜懸?十⊥.吊伊 里出川Ii,7了J守雄∴ 押上華選損

をこ影響を及ぼす血清ニ3レスノ7"-m--勅 ば汲酒尿酸亨耐糖能

低~車凝着無を検討し 欧の結論を得た.
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畔畑捌i川.伸了パ号∴∴日.黒‥r~∴＼/上.:･.

望.高尿酸血症は予金棒で三遷漫S%'でヤ降圧利尿薬服用

削/.満て.∴";ミ1.tiいl了.十 十

;L 両粧廿朕卜∵､症付人∴ t()∴1L'n;㍉浩ti､∴!､:L.

1.高･.LI-:i.7.-日吊仁 高ナ畑恥日工 舶酢'f‖jL卜

のいずれも示さない例は}全体で凌且.8%,降圧利尿薬服

用例を除いても4息女8%であった守当院の本態性高血圧患

儀一では声高ニ3レステロ-ル血症予商尿酸蝕症菅耐糖能低

下はLぼしぼ認められ,これらをみない例は嶺63%をごすぎ
∴守AJ･l∴

とLてぼ,降圧利尿薬以外の薬剤,例えばC級接続薬,

ノ二†.
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